
令和6年度　閖上わかばこども園　保育教諭自己評価表

評価例　4：できている　3：大体できている　2：あまりできていない　1：できていない　　　

評価内容
平均値

（今年度）
平均値

（昨年度）

園の基本理念や教育・保育目標を理解している 3.3 3.1

指導計画は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を理解した上、園児の実態に即して作成し、周囲
の状況や変化に対応できるものとしている 3.0 ※R6新設項目

指導計画に基づいた安全で安心感、清潔感のある環境を構成する 3.4 3.1

園児が主体的に関わりたくなるような素材や遊具に配慮し、必要な数量を用意する 3.2 2.9

園児の発達を見通し、より豊かな活動が展開できるよう環境を再構築する 3.1 2.9

積極的に屋外に出かけ自然に触れ、季節の変化に応じた環境を構成する 3.4 3.1

自己の保育についての評価・反省をさまざまな観点から行う 3.2 2.9

自分の保育を評価・反省することで、園全体の保育に活かしている 2.8 2.4

日頃から園内の危険箇所に配慮する 3.1 3.1

毎日の園児の健康視診を大切にする 3.6 3.8

事故や怪我が発生した場合は迅速に適切な処置を行う 3.6 3.3

園児一人ひとりをよく観察し、幼児の思いを受け止める 3.1 3.3

園児同士のかかわりの姿から、個々の成長発達をふまえ、見通しをもって理解する 3.2 3.0

園児の思いや考えに共感し、受け入れる 3.3 3.2

規範意識・道徳性を培ううえで、モデルとなるよう心がける 3.4 3.1

園児の年齢・発達に応じた指導や援助をする 3.1 3.3

園児の教育・保育について園内での意見交換を密にし、共通理解している 3.5 3.3

職務上の情報等の秘密を守秘する 4.0 3.9

保育教諭としての自覚をもち、社会人の常識をわきまえ、行動する 3.6 3.4

園内の協調性を大切にし、チームとしての自覚をもつ 3.6 3.5

意見交換を行い、相互理解を深めたうえで園内の問題の共有化に努める 3.2 3.2

当番や役割義務など、課せられた仕事は確実に行う 3.6 3.3

当番や決められた役割以外でも、状況に応じて他の職員の援助を行う 3.0 2.9

当番や決められた役割以外でも、自分で仕事を見つけ、行動している 3.1 2.7

私語を最小限にし、仕事に向き合っている 2.9 2.7

困っていることや悩んでいること、分からないこと等があった際には園長や主任、リーダー等に相談
し、解決させている 3.7 3.5

勤務時間外でも誇りと自覚をもった言動を心がける 3.4 ※R6新設項目

保護者に園児の様子を的確に伝える 3.3 3.1

保護者との対応には公正さを信条とし、相談や要望をよく聞くように心がけ、保護者からの話を確実に
園長や主任、リーダー等に報告・連絡・相談をする 3.4 ※R6新設項目

電話での対応は、わかりやすく真摯な対応に努める 3.2 3.0

地域の自然や施設、行事等について理解し、積極的に利用する 2.7 2.5

地域の方々とあいさつや会話を交わし、親睦に心がける 3.4 3.3

幼保小の連携 地域の保育園や小学校に関心をもち、できる限り交流を図る 2.4 2.1

子育て支援 子育て支援の役割や内容を理解する 2.7 2.3

研修会や研究会には自己課題をもって積極的に参加するよう努める 2.9 2.7

自分の保育について自己課題をもって取り組む 3.1 2.7

自分の保育の在り方について振り返り、自己解決に努めるとともに、悩んだときは他の保育教諭や主
任、園長に相談する 3.4 2.9

研修で学んだことを理解し、現場に活かすよう努める 3.1 3.1

研修で学んだことを職員同士で共有できるよう努める 2.9 2.7

アレルギー、成長の遅れ、問題のある園児について理解する 3.3 3.0

社会情勢について関心をもつ 2.9 2.8
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令和６年度 自己評価総評 
１、保育の計画性 

園の目標や教育方針を理解した上で、指導計画を作成し日々の保育を行いました。指導
計画では、幼保連携型認定こども園の要領を確認したり、子どもの姿に合わせて調整し
たり、日々の振り返りを大切にしながら改善策を考え、より良い保育へつなげていきま
した。 
預かり保育では、人数に合わせ環境を変えたり、遊び場所をコーナー化したりするなど、
遊びがより深まるような環境を考え保育を充実させていきました。 
今後も一人ひとりの個性を大切にしながら自己肯定感を高め、何事にも挑戦できるよう
目標を持って充実した保育を行っていきます。 

２、保育の在り方、園児への対応 
毎日の視診を大切にし、健康状態や心の状態を確認するよう努めました。子ども一人ひ
とりの気持ちを受け止めながらも全体の保育をすすめていけるよう、副担任やサポート
の先生たちと協力しながら援助を行いました。また、個々の成長の時期や速度が違うこ
とを理解し、友だちと認め合いながら集団生活ができるよう保育をしました。今後も一
人ひとりの気持ちに寄り添い、丁寧に関わることを大切にしていきます。 

３、保育教諭としての資質・能力 
仕事に真摯に向き合い、悩んだ時は早めに相談し解決に繋がるよう努力しました。必要
なところに協力体制を取ることを意識し、全体に目を向け行動できました。 
子どもたちに教える立場として、様々なことに興味を持ち、感動や感謝する気持ちを伝
えられる心豊かな保育教諭であるよう努力していきます。 

４、保護者への対応 
  園での出来事を連絡帳や口頭でお伝えすることで、保護者の方に園児の様子が伝わる

よう努めました。また、必要と思われる事案は職員間で情報を共有し、対応してきまし
た。声をかけやすい雰囲気や相談しやすい環境を整え、安心して園児を預けてもらえる
よう更なる努力をしていきます。 

５、地域の自然や社会との関わり 
  散歩を通して季節の移り変わりを感じながら公園で遊んだり、地域の方々と挨拶を交

わしたりすることができました。また、今年度は、幼保小の接続に力を入れ、年長児が
小学校へ期待を持って進学できるよう、閖上保育所や閖上小１年生と交流の場を作り
ました。今後も引き続き交流の場を幼保小全体で考えていきます。 

６、研修と研究 
  研修大会に参加し他園の保育を学ぶことができました。また、乳児の異物窒息時の対応

を消防隊員から学ぶ機会を設け、万が一の時に迅速に対応できるよう全職員で意識を
高めることができました。今後も各自研修を学んだことを共有し、現場で活かせるよう
話し合いの場を増やしていきます。学びの姿勢を常に持ち続け、より良い保育に向けて
ブラッシュアップしていきます。 
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自己点検・自己評価項目 

評 価 
③
該
当
な
し 

 

②
で
き
て
い
な
い 

 
①
で
き
て
い
る 

Ⅰ 職員処遇 

１ 職  員 

１ 施 設 長 

  (管 理 者) 

 １．施設長の出勤・勤務状況は適切になされているか。 １ ２ ３ 

２ 職   員 
１．職員の配置状況は、最低基準を充たしているか。 

 ２．資格を要する職種に無資格職員を配置していないか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

３ 人事管理 

 １．労働者名簿は整備されているか。 

 ２．履歴書、資格証明書等で職員の保有資格を確認しているか。 

 ３．出勤簿、超過勤務命令簿、出張命令簿、有給休暇管理簿等により職員の 

   出退勤等の労務管理を行っているか。 

 ４．非常勤職員との労働条件通知書（雇用契約書）は整備されているか。 

   また、必要事項※は記載されているか。 

※：労働基準法施行規則第5条、パートタイム・有期雇用労働法施行規

則第2条に定める項目 

５.派遣職員の労働者派遣契約書、労働者派遣通知書が整備されているか。 

 ６．通算５年を超えて繰り返し雇用している労働者から申し出があった場合、 

   無期労働契約への転換を行っているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

４ 就業規則 

１．就業規則は、労働時間に関する事項（始業・終業時刻、休憩、休日、 

   休暇等）及び退職に関する事項（解雇の事由を含む）を規定しているか。 

 ２．非常勤職員に適応する就業規則は、作成されているか。 

 ３．就業規則は、労働基準法など関係法令、労働協約に反していないか。 

 ４．管理監督の地位にある者の定めは明確か。 

   また、職名により規定されているか。 

 ５．定年の定めは、60歳以上となっているか。 

 ６．解雇制限、解雇予告の規定は適切か。 

 ７．年次有給休暇は、適正に規定されているか。 

 ８．産前産後休暇の期間は適正か。有給無給を明示しているか。 

 ９．育児時間は規定されているか。有給無給を明示しているか。 

 10．職員が正当な理由なく、業務上知り得た園児又はその家族の秘密を漏ら 

   さない旨の規定はあるか。 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 
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自己点検・自己評価項目 

評 価 
③
該
当
な
し 

 

②
で
き
て
い
な
い 

 
①
で
き
て
い
る 

５ 育児休業 

  規   程 

  介護休業 

  規   程 

 １．育児、介護休業規程は、最新の改正が反映されているか。 

 ２．育児休業について、子が１歳（一定の場合には２歳）に達するまで取得 

   できる旨規定されているか。 

３. 育児休業の回数は原則1回であるが、子の出生日から8週間以内にした最

初の育児休業を除く旨規定しているか。 

 ４．介護休業について、介護を要する家族１名につき、３回を上限として、 

   通算して93日までの期間で申し出た期間取得できる旨規定されているか。 

 ５．育児休業期間中、社会保険料本人負担分の負担が必要である旨規定して 

   いないか。 

   また、本人の申し出がないと免除できない規定になっていないか。 

 ６．年次有給休暇の出勤率の算定に当たっては、育児・介護休業した期間は、 

   出勤したものとみなしているか。 

 ７．育児・介護を行う労働者について、小学校就学の始期に達するまでの子を 

   養育する者や家族を介護する者から請求があれば、事業の正常な運営を 

   妨げる場合を除き、１か月につき24時間、１年について150時間を超える 

   時間外労働をさせてはならない旨規定しているか。 

 ８．育児・介護を行う労働者について、小学校就学の始期に達するまでの子を 

   養育する者や家族を介護する者から申し出があれば、午後10時から午前 

   ５時までの間、勤務させてはならない旨規定しているか。 

   （他に養育、介護する者がいない場合のみ） 

 ９．育児・介護休業を請求しない者について、勤務時間の短縮等の措置を 

   とる旨規定しているか。また、介護休業とは別に利用開始から3年の間で

2回以上の利用が可能になっているか。 

 10．所定外労働の免除について規定されているか。 

 11．子の看護休暇について規定されているか。また、１日未満の単位で取得で

きるようになっているか。 

 12．介護休暇について規定されているか。また、１日未満の単位で取得でき 

るようになっているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

 

 

１ ２ ３ 

 

 

 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

６ 旅費規程  １．旅費規程は、整備されているか。 １ ２ ３ 
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自己点検・自己評価項目 

評 価 
③
該
当
な
し 

 

②
で
き
て
い
な
い 

 
①
で
き
て
い
る 

７ 給与規程 

 １．給与規程は、賃金の決定・計算・支払の方法、賃金の締切り・支払いの 

   時期、昇給に関する事項が規定されているか。 

 ２．給与、諸手当の金額等について明確に規定されているか。 

   また、規定に基づき適正に支給、決定等が行われているか。 

 ３．管理職手当が支給されている職員に、特殊業務手当や超過勤務手当等の 

   手当が支給されていないか。（深夜労働は除く） 

 ４．時間単価、日割単価の計算式は明確か。 

 ５．割増賃金の基礎となる賃金は、本俸＋常時支給される手当となっているか。 

   （※扶養手当、通勤手当、住宅手当は計算のベースに算入不要。 

     ただし、一律に定額で支給されている場合は算入必須。） 

 ６．36協定は、締結されているか。また、締結時期は適正か。 

 ７. 変形労働時間制を採用している場合、所定の手続きを行っているか。（1年

単位の変形労働時間制の場合は、労働基準監督署への届出が必要。） 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

８ 職 員 の 

  健康管理 

 １．職員採用後、直ちに健康診断を実施しているか。 

   または、３か月以内に受診した健康診断書を徴取しているか。 

 ２．年１回以上（深夜勤務従事者は半年に１回以上）定期健康診断を実施 

   しているか。 

 ３．労働者が10人以上50人未満の事業場にあっては「衛生推進者」を選任し、 

   従業員に掲示等により周知しているか。 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

 

９ 非常災害 

対策 

１. 防火管理者の選任及び届出（変更届）はされているか。 

２. 消防計画の作成及び届出はされているか。 

また、増築・改築等があった場合、それに伴い、当初の消防計画を変更し、

変更届がなされているか。 

３. 非常災害時（不審者の侵入を含む）の場合の避難経路や避難場所及び連絡

先 （自治体、家族、職員等）・連絡方法をあらかじめ定め、職員に通知して

いるか。 

また、非常災害対策計画の内容を職員間で十分共有するとともに、関係機関

と避難場所や災害時の連絡体制等必要な事項について認識が共有されてい

るか。 

４. 避難設備、消防設備について、総合点検、報告は年1回行われているか。 

（機器点検は6か月に1回行われているか。） 

また、点検の結果、不備な箇所は改善されているか。 

５. 消防署の立入検査等による指摘事項が改善されているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

Ⅱ．利用者支援 

１ 基本方針 

  ・ 組 織 

(１)園 則 

 １．施設管理や基本方針等を定めた園則が整備されているか。 

 ２．園則及び運営規程に整備すべき内容はすべて含まれているか。 

 ３．園則及び運営規程が実態と乖離していないか。 

 ４．職員、保護者に規程が周知されているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 
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自己点検・自己評価項目 

評 価 
③
該
当
な
し 

 

②
で
き
て
い
な
い 

 
①
で
き
て
い
る 

２ 施設設備 

 １．設備運営基準に定める設備※を有しているか。 

    ※「職員室」「乳児室又はほふく室」「保育室又は遊戯室」「保健室」 

     「調理室」「便所」「飲料水用設備」「手洗用設備及び足洗用設備」 

 ２．建物の構造や部屋の用途に変更がないか。変更がある場合、市へ所定の手

続きを行っているか。 

 ３．建物の内外に危険箇所はないか。 

 ４．学校安全計画（児童への安全指導、職員研修等）を策定しているか。 

 ５．毎学期１回以上、施設や設備の異常の有無について点検しているか。 

 ６．設備について日常的な点検を行い、環境の安全を図っているか。 

 ７．非常口・非常階段・消火器等は、緊急時に速やかに利用できるか。 

 ８．保育室等の清掃・衛生管理・保温・換気 ・採光及び照明は、適切になされて 

   いるか。 

 ９．保育室等、園舎、園庭の基準面積を満たしているか。 

   （定員を弾力化している場合も満たしているか。） 

 10．必要な園具、教具を備えているか。 

 11．乳児室又はほふく室には、常時、保育教諭が配置されているか。 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

３ 教育・保育 

  の 状 況 

(１)入所園児 

 １．認可定員が遵守されているか。 

 ２．学級の園児数は、35人以下となっているか。 

 ３．１号園児として入園する園児の選考は、公正に行われているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

(２)教育及び 

  保育の計画 

 １．教育及び保育の内容に関する全体的な計画を作成しているか。 

 ２．毎学年の教育週数は、計画において39週以上となっているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

(３)指導計画 

 １．園児の発達に即して園児一人ひとりが乳幼児期にふさわしい生活を展開し、 

   必要な体験を得られるよう指導計画を作成しているか。 

 ２．３歳未満児・障がい児の指導計画は、個別的な計画を立てるなどの配慮を 

   しているか。 

 ３．園児の実態及び園児を取り巻く状況の変化などに即して指導の過程についての 

   評価を適切に行い、常に指導計画の改善を図っているか。 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

(４)食育計画 
 １．食育計画を作成し、教育及び保育の全体的な計画及び指導計画に位置付けて 

   いるか。 

１ ２ ３ 

 

(５)指導要録 

 １．指導要録は適切に作成しているか。 

 ２．園児が進学、転園した場合に、指導要録の抄本又は写しを進学先、転園先の 

   校長等に送付しているか。 

 ３．指導要録は適切に保存しているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

(６)虐待防止 

 １．虐待等の状況が見受けられないか確認し、不適切な養育の兆候が見られる 

   場合、市町村等の関係機関と連携しているか。 

   また、発見あるいは疑われる場合には、通告しているか。 

２．施設において、（職員が園児に対して）身体的、心理的、性的虐待及び放任 

   放置等の行為が行われていないか。 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 
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   また、施設として虐待等の不適切な保育の防止に取り組んでいるか。 

 ３．個人情報を適切に取り扱っているか。 

 

１ ２ ３ 

(７)健康管理 

 １．学校医による定期健康診断が実施されているか。 

 ２．健診結果は適正に整備されているか。 

 ３．健康診断の結果を保護者に伝えているか。また結果に基づく疾病の予防 

   処置、治療の指示等、必要な措置をとっているか。 

 ４．健康診断項目は適切に実施されているか。 

 ５．感染症又は食中毒が発生、若しくは発生が疑われるときは、速やかに 

   市に報告するとともに、必要な措置を講じているか。 

 ６．学校保健計画を作成しているか。 

７. 医薬品等の管理が適切に行われているか。 

８. 嘱託医との嘱託契約書が整備されているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

(８)保護者との 

  連 携 

 １．保護者との連携は適正に行われているか。 

 ２．保護者に対する子育て支援に努めているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

(９)開園時間等 

 １．適正に教育・保育時間、開園時間を設定しているか。 

 ２．開園日は、日曜日及び国民の祝休日、年末年始（12/29～1/3）を除いた日

となっているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

(10)通園方法 
 １．通園バスを運行する場合、園児の乗車時間は1時間以内か。 

 ２．通園バスを運行する場合、安全対策はとられているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

(11)地域との 

  連携 

 １．子育て支援事業を１事業以上実施しているか。 

 ２．子育て支援事業に専任する主幹保育教諭を配置しているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

４ 情報提供等 
 １．保護者や地域住民に対して、施設の運営や教育及び保育等に関する情報の 

   提供を行っているか。 

１ ２ ３ 

 

５ 教育保育等 

  及 び 

  運営状況の 

  評 価 

 １．教育及び保育並びに子育て支援事業について、適切な項目を設定し、自己 

   評価を行っているか。 

 ２．自己評価の結果を公表しているか。 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

６ 避難・消防 

  等 訓 練 

 １．非常災害に備え、適正に訓練を実施しているか。 

   （避難及び消火の訓練を月１回以上実施しているか。） 

 ２．浸水想定区域や土砂災害警戒区域内に施設が所在する場合、避難確保計画の 

   作成及び避難訓練を実施しているか。 

 ３．災害発生時の連絡体制や園児の引き渡し方法を決めているか。 

 ４．非常災害対策計画を策定しているか。 

 ５．不審者等の侵入防止等、不測の事態に備えた対応をしているか。 

 ６．緊急時の連絡体制を整えているか。（職員・保護者・関係機関等） 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 
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７ 事故発生の 

  防止及び 

  発生時の 

  対 応 

 １．ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）の防止に努めるなど、事故防止対策を 

   講じているか。 

 ２．その他の事故防止に努める等、事故防止対策を講じているか。 

    （プール活動や水遊びにかかる事故防止対策、遊具の安全点検等） 

 ３．事故発生を防止するため、職員の共通理解や体制作りを図る等の措置を 

   講じているか。 

 ４．事故等が発生した場合の補償を円滑に行うことができるよう、適切な保険 

   又は共済制度に加入しているか。 

 ５．設備の安全点検、園児に対する安全指導、職員の研修その他安全に関する 

   事項を定めた安全計画を作成しているか。 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

８ 苦情解決  １．苦情解決システムがあるか。責任者を選任しているか。 １ ２ ３ 

Ⅲ．食事提供 

１ 運営形態 

 １．調理の業務委託が行われている場合、契約内容等が遵守されているか。 

 ２．必要な栄養量が確保されているか。 

 ３．あらかじめ作成された献立に従って食材を調達し、調理を行っているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

２ 食事内容 

 １．利用者に必要な種類の献立（アレルギー対応食・離乳食等）があるか。 

 ２．献立は、年間を通じて変化を持たせているか。 

 ３．嗜好調査、残食調査、検食等を適切に実施し、その結果等を献立に反映 

   させているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

３ 給食経費に 

  係る書類 

 １．給食経費に係る書類（発注書・納品書・請求書・在庫食品受払簿等）は、 

   整備されているか。 

１ ２ ３ 

 

４ そ の 他 

 １．検食が、利用者の食事提供前に実施され、検食簿が整備されているか。 

 ２．食事場所や食器類の材質・種類に配慮するなど、食事環境の配慮はなされ

ているか。 

３. アレルギーの対応について、施設内で園児の状況を把握し、適切に対応し

ているか。 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

５ 衛生管理 

 １．食品及び食器、その他の設備、飲用水について、「社会福祉施設等における 

   衛生管理の徹底について」に準じた衛生的な管理が、行われているか。 

 ２．調理室の衛生管理について、大量調理施設衛生管理マニュアルに基づいて 

   実施・記録しているか。 

 ３．保存食を適切に保管しているか。 

  （※原材料、及び、調理済み食品を、食品ごとに50ｇ程度ずつ清潔な容器 

    （ビニール袋等）に入れ、密封し、－20度以下で２週間以上保存） 

 ４．調理従事者（調乳担当を含む）等の検便は、毎月１回以上、実施されてい 

るか。また、検査項目に腸管出血性大腸菌（O26、O111、O157）を加えている

か。 

 ５．調理従事者の雇入れや、配置換えの際には、調理作業に従事する前に 

   検便を実施し、その結果を確認した後に調理作業に従事させているか。 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 

 

 

１ ２ ３ 


